
証券コード：8283

当期は、現在取組んでいる中期経営計画（3ヵ年）の最終年度に該当しており、本計画の修正とあわせて中期経営計画の数値目標も修正しております。

※進捗率：通期修正計画に対する上期実績の進捗状況になります。

2018年3月期 第2四半期の実績

4,948億円
前期比：＋4.2％

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

前期比：＋16.4％

124億円
前期比：＋14.4％

136億円
前期比：＋15.1％

93億円

2018年3月期 通期計画の上方修正 （2017年10月27日開示）

9,600億円
進捗率：51.5％

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益

進捗率：57.9％

215億円
進捗率：56.9％

240億円
進捗率：58.5％

160億円

中期経営計画の最終年度を迎え
役職員一同、計画達成に向けて邁進してまいります。

平素は、格別のご高配を賜り、厚く御礼申しあげます。
2018年3月期第２四半期における当社の事業概況を
ご報告申しあげます。

代表取締役社長

第90期

株主のみなさまへ

中間株主通信
2017年4月1日〜2017年9月30日

売上高 営業利益 経常利益 四半期（当期）純利益

実績の推移
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総資産／純資産／自己資本比率

商品分類別の売上高

1株当たり純資産額

販売先業態別の売上高

1株当たり四半期（当期）純利益

トピックス│FDC広島 稼働 （2017年5月）

近隣のRDC中国との連携により、中国エリアの配送効率を向上
両センターは近隣に位
置し、補完しあえる状況
にあるため、 出荷能力
の拡大だけでなく、配送
トラックの積載効率アッ
プなど、流通の効率化
を図ってまいります。

区分別売上高実績

財務ハイライト

新設 ： FDC広島 既存 ： RDC中国 （2006年稼働）

近隣で
一体運用
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第90期
（2018年3月期）

2,769.79

第90期
（2018年3月期）

147.22

第90期
（2018年3月期）

3,936

44.7
1,760

第89期第2四半期
（2017年3月期）

第90期第2四半期
（2018年3月期）

第89期第2四半期
（2017年3月期）

第90期第2四半期
（2018年3月期）

4,948億円
4,750億円

4,948億円
4,750億円

1,218億円

2,071億円

678億円

720億円

1,294億円

2,141億円

702億円

744億円
242億円
171億円 198億円

268億円
296億円
344億円

482億円

2,944億円

186億円
297億円
294億円
358億円

497億円

3,115億円

●化粧品
+6.3%

●ドラッグストア
+5.8%
●ホーム
　センター
+3.3%
●ＣＶＳ
+4.0%
●スーパー
△0.7%
●ディスカウント
+10.9%
●ＧＭＳ
△23.2%

●日用品
+3.4%

61億円 64億円

●医薬品
+3.5%

+3.4%

●健康･衛生
　関連品

●その他
+3.7%

●その他
+15.9%



労働人口減少に着目

（新）RDC新潟で
運用を開始

日本の人口推移　※2010年を100%として算出した指数

60

70

80

90

100
（%）

79.8%

66.1%
2045（年）2010 2011 2012 2013 2014 2015 2020 2025 2030

労働人口(15歳～ 64歳)

総人口

出典：「人口推計」（総務省統計局）（http://www.stat.go.jp/data/nihon/02.htm）を加工して作成

日本の将来人口

労 働 人 口 の 減 少 は、 
総人口の減少より速い
スピードで進むことが
予想されています。

改善活動による人員生産性の向上を実現1

新しい物流の仕組みに積極投資2

（所在地）新潟県見附市

投資総額
出荷能力
稼働予定

約80億円
250億円
2018年秋

概　要

※従業員＝臨時雇用者含む総人員

※完成予想図

従業員１人当たり売上高 従業員１人当たり営業利益
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従来の仕組み

庫内作業の大半を占めるピッキングの効率化にチャレンジ

「歩行」を無くし、少ない人員で庫内作業に対応Point

ピッキング作業等 歩行50% 50%

ピッキング作業等 100%

!

なるほど ！

持続的成長に向けた取組み

新しい仕組み



株主メモ

事 業 年 度 4月1日から翌年3月31日まで

配 当 金 受 領
株 主 確 定 日

3月31日、9月30日
その他必要があるときは、あらかじめ公告して定めた日

定 時 株 主 総 会 毎年6月

株主名簿管理人 三菱UFJ信託銀行株式会社

同 連 絡 先
三菱UFJ信託銀行株式会社　大阪証券代行部
〒541-8502 大阪市中央区伏見町三丁目6番3号
℡ 0120-094-777（通話料無料）

上場証券取引所 東京証券取引所市場第一部（証券コード8283）

単 元 株 式 数 100株

公 告 の 方 法

当社ホームページに掲載いたします
（公告掲載URL） http://www.paltac.co.jp/
但し、電子公告によることができない事故、その他やむを
得ない事由が生じた場合には、日本経済新聞に掲載する

（ご注意）
1．  株主様の住所変更、買取請求その他各種お手続きにつきましては、原則、口座を開設されている口座管

理機関（証券会社等）で承ることとなっております。口座を開設されている証券会社等にお問い合わせ
ください。株主名簿管理人（三菱UFJ信託銀行）ではお取扱いできませんのでご注意ください。

2．  未受領の配当金に関するお手続き、その他株式事務に関する一般的なご照会につきましては、株主名
簿管理人（三菱UFJ信託銀行）にお問い合わせください。

株式の状況 （2017年9月30日現在）

発行可能株式総数 180,000,000株

発行済株式の総数
※自己株式含む

63,553,485株

株主数 3,889名

この冊子は環境にやさしい植物油インキを使用しています。

■ 金融機関 7,963千株（12.53%）

■ 外国株主 16,597千株（26.12%）

■ 個人株主 3,776千株 （5.94%）

■ その他法人 34,880千株（54.88%）

■ 証券会社 329千株 （0.52%）

■ 自己株式 6千株 （0.01%）

見通しに関する注意事項
この中間株主通信に記載されている当社の計
画、見通し、戦略などは、日本経済の動向、業界
の動向、市場の競争状況などの影響を受けます。
そのため、実際の業績はこれら見通しと異なる
可能性がありますことをご承知おきください。

社会インフラとして生活を支えつづけて120年

※自己株式6,058株

株主還元について

単元未満株式について

単元未満株式（1株～99株）をお持ちの株主様は、当社に対
しその単元未満株式の買取を請求することができます。
買取請求のお手続きの方法等につきましては、お取引のあ
る口座管理機関（証券会社等）にお問い合わせください。

ホームページのご案内

詳しい会社情報や
財務関連情報を
ご覧いただけます。

http://www.paltac.co.jp/
PALTAC　IR 検索

スマートフォン
にも対応！

所有者別
株式分布状況
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8期連続して増配（予想含む）
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　当期の中間配当金につきまし
ては、上期実績及び通期計画に
おける利益の上方修正を受け、
1株当たり中間配当金を前回予
想に比べて1円増配し31円とい
たしました。また、期末配当金の
予想につきましても1株当たり
1円増配し31円といたしました。
　これにより、1株当たりの年間
配当金は前期に比べ6円増配の
62円となる見込みです。


